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み出すかのように新たな形で移動を再開したからである（cf. 鈴木 2016; 左地 2017a; 藤
川 2017; 丸山 2018）1。 
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・ ・ ・ ・
実践は等閑視されるか、副次的な問題と
して言及されるにとどまっている2。本稿では、中国福建省南部の河と海で船に住まいなが
ら漁撈や水上運搬に従事してきた「連家船漁民 lian gE zun hi bvin」に注目しながら、これ





































界への適応の失敗」として等閑視されることになっている（cf. 黄  2015; 長沼 2010a, 
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建ての住宅を建設し、17世帯 85人の連家船漁民を住まわせた（張 2009: 97）。当初、家屋
の建設は小規模にとどまっていたが、彼らがより広範な土地を手に入れたのは 1960年以降
のことである。この年、県人民政府は農業を主とする Lh公社 Gk生産大隊に命じて耕作用
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ら生きるための道を常に開きつづけているからである（藤川 2016; Fujikawa 2018）。 
 



































業社区敷地内に 2階建ての集合住宅を 2棟（計 2,960㎡）建設し、116戸 348人の陸
上定住を実現した。 
 







写真３ 市内の低家賃住宅群 (2015) 
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に跨る太湖周辺でも、1950 年代後半から 1960 年代前半にかけた集団化政策のただ中に開



























れた（張 2009: 112; 張・張・藤川 2009: 142-152）。 
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以下では、毎年陰暦 5月 5日前後に Zd宮を中心としておこなわれる端午節の諸儀礼のう






るという点である。このうち洗江は、5月 1日と 5日の午前中に龍船および漁船に Zd宮の






れぞれ龍船に安置され、Sm 漁業社区内を流れる九龍江支流を 3 往復する（写真７）。支流
には漁から戻った小型漁船が停泊し4、両岸の集合住宅や橋の上でも、連家船漁民が群れを
                                                 
4 この描写は 2008・2009年の状況をもとにしている。その後、支流の両岸には遊歩道が建
設されて小型漁船の停泊が困難となった。また、近年、陰暦 5月 5日前後は 3～4ヶ月間連
続で課せられる伏季休漁制度の期間内に当たるため、Sm漁業社区に属する人々の漁船の大
多数は五月節の前から社区近辺の九龍江本流に停泊した状態にある。 


































写真７ 支流を往復する龍船 (2008) 
写真８ 神明を乗せた漁船 (2008) 
 
写真９ 龍船による本流での洗江 (2008) 
 
写真１０ 1970年代の九龍江支流 
        （Sm漁業社区居民委員会提供） 
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Sm 漁業大隊から Sm 漁業社区へと連なる組織が有する定住地は、「他人のもの（原語「別
図３ 洗江の範囲 
図４ 巡社の範囲 
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写真１２ 農村の祠堂 (2012) 写真１３ 祠堂での祖先祭祀 (2012) 
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万人民元を投じた結果、1991 年の定礎式を経て 1994 年には Jz 村に新たな廟宇が完成し
た。その廟宇には、台湾に帯同した 5体の神明の恩に報いるとの意を込めた「We宮」とい
う名を冠することになった。毎年、媽祖の誕








































漁撈に従事することにした。後に、張 Yrの数世代下の子孫・張 Czとその妻・林 Zhは、福
建省晋江に居住の地を求めた後、そこからほど近い金門島の青嶼へと渡り（図５）、さらに






















図５ 九龍江河口に位置する金門島  
((c)フレッシュ・アップ・スタジオ 
http://online.sbcr.jp/2015/08/004087_2.html) 
写真１５ 金門島青嶼への帰郷ツアー  
(張亜清氏提供、2018) 
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うと試みる人々」として描かれるのに対して（cf. 床呂 1999; スコット 2013; 丸山 2018）、
中国の船上生活者はしばしば、「土地・家屋の獲得を、自分たちを侮蔑してきた多数派（＝
農民・市街地住民など）の社会に参入し、陸上世界に同化するための契機と捉えて、自ら定
住を試みる人々」であることが強調されてきた（cf. 黄 2015; 長沼 2010a, 2010b, 2013; 稲
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本稿は、the 6th East Asian Island and Ocean Forum（於・中国広東省湛江市）におけ
る発表原稿をもとに、大幅に加筆修正したものである。フォーラムで貴重な助言を寄せてく
ださった参加者に心より感謝申し上げる。また、本稿の研究の一部は、JSPS 科研費
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